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｜ 報告 ｜

1. はじめに

アライグマ（Procyon lotor）は北米原産の哺乳類で，日本
に生息している個体の多くはペットとして飼育されていたも
のが飼育放棄等によって野外に定着したものを起源にもつ．
北海道では 1979 年に恵庭市で初めて野外の個体が確認され
ている 1)．1996 年に初めて捕獲されて以来，捕獲数は増加
傾向であり，個体数の増加や，分布拡大が続いていると考え
られる．アライグマによる被害の中でも農水畜産業への被害
が深刻なことから，農作物の被害防除を目的とした対策が実
施されている．また，アライグマは特定外来生物による生態
系等に係る被害の防止に関する法律（通称，外来生物法）に
おいて特定外来生物に指定されているため，日本では野外か
らの完全排除が対策の最終目標である．しかし，本種のよう
に広く分布が拡大した外来生物では，これまでに根絶の達成
事例はない．従って，まずは被害の軽減にむけた生息密度の
低下を目指す必要がある．

原産国においては，アライグマは人為的な餌資源の利用に
よって栄養状態が向上し，個体数が増加しやすくなることが
報告されている 2)．一方で道内においては，広域的には人為
的な餌資源の寄与は小さいことが筆者らの過去の分析で明ら

かになっている 3)．捕獲を効率的に行うためには，これまで
行われてきた農地周辺での捕獲のみならず，利用環境解析に
基づいた分布パターンを明らかにし，適切な捕獲場所を選定
する必要がある．

本研修では，2023 年 7 月 13 ～ 26 日（14 日間）にア
メリカ合衆国アラスカ州を訪問し，アライグマの環境利用
や捕獲効率に関する情報収集を行うために，第 13 回国際哺
乳類学会（13th International Mammalogical Congress，以
降 IMC13）において筆者らの研究成果を報告するとともに，
今後の研究展開や個体群の管理にむけて，世界各地で行われ
る最新の研究や，野生動物管理の先進地である同州での取組
について情報収集することを目的とした．

2. 研修先と日程

7 月 14 ～ 20 日にかけて，Dena’ina Civic and Convention 
Center（アンカレッジ市）で開催された IMC13 に出席し，
道内で捕獲された個体のデータを用いたアライグマの体重と
周辺環境に関する発表を行ったほか，参加者との意見交換や
発表の聴講，ワークショップへの参加を通じて，統計解析手
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法や野生動物管理に関する情報収集を行った．
また，7 月 22 ～ 23 日にかけてデナリ国立公園を訪問し，

国立公園内での安全対策や普及啓発，調査研究など先進的な
野生動物管理に関する情報収集を行った（表 1）．

3. 第 13 回国際哺乳類学会における情報収集

IMC13 では，過去の北海道による捕獲事業で捕獲された
個体の体重において，先行研究の結果と異なり，人為的な景
観の利用可能性は必ずしも正の効果をもたらさなかったこと
についてポスター発表を行った（写真 1）．この違いは，本
研究の対象空間が分布のほとんどをカバーするほど広かった
ことによって，依存している個体がいたとしても相対的にそ
の効果が弱くなっていたためと考えられる 3)．

発表を踏まえて，外来食肉目の研究を行うポーランドの研
究者や，DNA による食性分析に詳しい研究者からは，食性
分析を通じた人為的環境の利用状況の解析によって，よりミ
クロの空間スケールでの利用状況がわかるのではないかとの
提案をいただいた．動物行動学に詳しい研究者からは，人為
餌を利用していたとしても，人間等への警戒心から都市や農
村では採餌時間が相対的に短くなっており，体重差がでな
かったのではないかとの指摘を受けた．また，アメリカの偶
蹄類等の個体群管理に詳しい研究者からは，捕獲個体の齢査
定を行うことで，個体群動態と食性の直接的な関係性の分析
を行うことができるとの助言が得られた．

他の発表や，参加者との交流から，海外のアライグマに関
する情報収集を行った．アライグマの原産国であるアメリカ
では，市街地における残飯利用の問題から ”Trash Panda” と
いう愛称が付けられ，親しまれていることがわかった．また，

アメリカ合衆国の研究者の発表では，農地周辺に生息する個
体を対象に，安定同位体比分析で農作物利用を調べた発表や，
トキソプラズマへの感染に伴うアライグマの行動変化に関す
る発表など，人の生活圏に近い環境に生息するアライグマの
生態に焦点が当てられていた．外来種としてアライグマが生
息するポーランドの研究者からは，ポーランドや隣国のドイ
ツではアライグマ回虫が蔓延しており，公園の砂場利用等を
巡って人間への感染リスクの対策が課題になっていると聞い
た．日本では，アライグマ回虫に感染した野外捕獲個体の事
例はこれまでに報告されていないが，人との距離が近い哺乳
類であることから，感染症モニタリングの重要性を感じた．

会期中にはワークショップが開催された．本研修では統計
ソフト R のパッケージを用いたベクタ，ラスタデータの編
集や，地図の作成，オープンデータを活用した分析方法等に
関するワークショップに参加した（写真 2）．近年，R には様々

写真 1　ポスター発表の様子
Photo1 Poster presentation

写真 2　ワークショップ会場
Photo2 Workshop venue

表 1　海外研修の行程
Table1 Itinerary of training program

月日 都市名 研修内容等

7月13日 移動（出国）

7月14日 アンカレッジ IMC13出席

7月15日 アンカレッジ IMC13出席

7月16日 アンカレッジ IMC13出席

7月17日 アンカレッジ IMC13出席

7月18日 アンカレッジ IMC13出席

7月19日 アンカレッジ IMC13出席

7月20日 アンカレッジ IMC13出席

7月21日 アンカレッジ→ デナリ 移動

7月22日 デナリ国立公園 公園訪問

7月23日 デナリ国立公園 公園訪問

7月24日 デナリ → アンカレッジ 移動

7月25日 （機中泊） 移動（出国）

7月26日 移動（帰国）
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写真 3　具体的な行動の指示が書かれたクマ注意の看板
Photo3 Bear warning sign with specific behavioral instructions

写真 4　ゴミ箱には必ず餌やり禁止の掲示がある
Photo4 Garbage can with no-feeding sign

写真 5　野生動物と保つべき物理的距離
Photo5 Instruction of physical distance between wildlife

なパッケージが開発されており，統計解析の他，地理情報デー
タの編集や図示が容易になった．また，操作のためのコード
を残すことで，計算行程で設定した条件等を記録しておくこ
とに繋がる．パッケージの開発は急速に進んでおり，類似し
たパッケージや開発が中止されるパッケージもある．ワーク
ショップを通じて，現在使用可能なパッケージや分析の中で
使用される関数について理解することができた．また，ワー
クショップでは動物の行動追跡データのオープンデータソー
スについても紹介されており，今後実施予定であるアライグ
マの行動追跡で得られたデータの解析にむけた予備解析や，
他地域との比較等が可能となることが期待できる．

4. デナリ国立公園における情報収集

デナリ国立公園は，広大な公園を人の立ち入りが自由なエ
リア，制限されるエリアに大きくゾーニングされていた．ま
た，公園利用に関する普及啓発が綿密に実施されることで，
哺乳類を含めた公園内の環境の保全や来園者の安全対策が図
られていた．自由に立ち入り可能なエリアは，公園東部の一
部であり，入場料は不要，自家用車でアクセスすることがで
きる．公園には大きな道路が 1 本東西に延びているが，公
園の入り口から 15 マイル（約 24.1km）に設置されたゲー
トよりも西部には許可を得た車両のみが入場できる．ゲート
より先に来園者が入場するためには，公園が実施するバスツ
アーへの参加や園内循環バスへの乗車，あるいは徒歩や自転
車等の利用が必要になる．ゲートでは監視員が常駐してお
り，バス乗客やその他の方法で通過する人物の確認が行われ
ている．バスツアーの場合，バスから動物観察を行うことが
多い．ツアー以外の方法で入場する場合，バス等から降りて
道路やトレイルを歩くことができるが，野生動物の繁殖地に
なっている場所等には立ち入りが制限される．公園でキャン
プを行う場合は，園内に既設されたキャンプ場を利用するか，
それ以外の場所における野営の際には，事前に公園のバック
カントリーインフォメーションセンターに申告し，指導を受
けるように義務づけられている．野営の場合は，エリア毎に
入場できる人数が制限されており，事前にテントを設営する
場所が指示されるほか，公園内にはヒグマなどが生息してい
ることから，飲食物等の管理の指導が行われる．また，有料
でクマスプレーの貸し出しも行われており，レンタル時には
使用方法のビデオを視聴する必要がある（公園 HP でも視聴
可能）．このお陰か，デナリ国立公園内では，これまでにク
マによる人身事故はほとんど発生していないという．このよ
うに，立ち入り制限エリアに入場する場合には，事前に公園
の利用に関する指導が丁寧に実施されている．一方，立ち入
りが自由なエリアにおいては，公園入り口付近に設置された
ビジターセンター，トレイル沿いやゴミ箱等に設置された看
板などで，野生動物との適切な距離を保つため，また来園者
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要 旨

道総研の専門研修制度を活用し，2023 年 7 月 13 日から 7 月 26 日の 14 日間，アメリカ合衆国アラスカ州
アンカレッジ市で開催された第 13 回国際哺乳類学会においてアライグマの体重と環境利用に関するポスター発
表を行ったほか，デナリ国立公園で先進的な野生動物管理に関する情報取集を行った．ポスター発表では，参加
者から個体の特性や食性分析を加えるべきだという助言が得られたほか，ワークショップへの参加で分析手法に
関する新たな知見が得られた．また，デナリ国立公園では，対象エリア毎に管理目的に応じた情報発信を行うこ
との重要性を再確認した．本研修で得られた知見は，今後の研究におけるサンプリングや分析，成果の発信に活
用したい．

の安全対策のために実施するべきことに関する普及啓発が行
われていた（写真 3,4,5）．本研修では 2 日間公園内を視察
したが，ほとんどの来園者が良識のある公園利用を行ってお
り，ゴミを見かけることもなかった．対象地の管理目的に応
じた情報発信の重要性と体系化された情報発信の効果の大き
さを感じた．

5. まとめと今後の展望

IMC13 での情報収集の結果，アライグマの環境利用に関
して，マクロスケールの分析だけでなく，都市部・農村部・
森林部などの景観において個体が利用する餌資源や性齢など
の個体特性に関するミクロスケールの情報収集が必要だと感
じた．今後の研究では，北海道の過去の捕獲データを使用し
て，分布の変遷と景観の関係について評価を行うほか，より
詳細な環境利用について明らかにするため，アライグマを生
体捕獲し，GPS 首輪で行動追跡を行う予定である．その際に
は，ワークショップで得られた解析手法の実践的な適用を試
みる予定である．また，追跡個体の性齢把握や食性分析を行
うことで，個体群と個体の異なるスケールにおける外来種ア
ライグマの環境利用について検討を行いたい．

デナリ国立公園における来園者への効果的な普及啓発を通
じて，研究で得られた成果を実際の管理施策に対して還元す
る際には，地域の特性を意識した普及啓発が重要だと感じた．
国立公園で得られた知見は，当部が研究対象として扱う大型
哺乳類の管理においても活用できると考えられた．また，ア
ライグマにおいては，北海道では農業被害防止対策を主な目
的とした捕獲対策が実施されていることから，農地周辺が身
近な普及啓発の現場といえる．国立公園では，レンジャーや
公園設備を通じた普及啓発が行われていたが，農地周辺等で
は，農家と関わりの多い市町村担当者や農協職員などが普及
啓発の鍵になると考えられる．研究成果の普及啓発にあたっ
てはこれら関係各所との情報共有体制の構築も進めていきた
い．

最後に，本研修を通じて，同じ外来食肉目を対象とした海
外の研究者と知り合うことができたことから将来的には共同
研究に発展させたい．海外の外来食肉目の対策について情報
交換をしつつ，生態系への影響の軽減を視野に入れた場合の
捕獲対策や，防護対策に関する提案について今後検討を進め
たい．
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